
船橋親子自然散策会

「何かいる！」「ジーじゃない？」
勝股 政雄（船橋市）

日 時：2026年5月9日（土） 9：30～12：00  天気：晴れ

場 所：船橋市小室地区

参加者：14名（子ども7名）

担当指導員：山口・田島・勝股  船橋市環境政策課職員 4名

１年前には雨で中止となった散策会だったが、今年は風が強かったものの良い天気に恵ま

れ、どの顔も明るかった。

公園の中は、スダジイやケヤキ、クスノキなど大きな木が多い。若葉がいろいろな色を見

せてくれているこの時期だけの葉の色に気づいてもらった。ツバキやシラカシの若葉に触

り、その柔らかさとつややかな様子、また、硬くてしっかりした色の濃い葉にも触り、その

違いを感じた。クヌギ・スズカケノキの葉にも触り、その手触りが子供にも親にも新鮮だっ

たようだ。

落ち葉が積もっているそばを通っていると、「何かいる！」「ジーじゃない？」と子供た

ちが、虫を見つけて騒ぎ出した。森にすむゴキブリだよと、説明すると「ジーだ。ジー

だ。」とお母さんも交じって興味津々になった。この虫の大切な役割を話すと、意外な顔を

しながらも、うなずいてくれた。私には「ジー」の意味がわからず、解散後の反省会で聞い

てみたら、ゴキブリと言いたくなくて「ジー」と言っているのかも知れないと指摘された。G

okiburiのGらしい。なるほどそうかと納得したものの、今どきの若者言葉に刺激を受けた。

坂を下っていくと池があり、水面をヤンマとシオカラトンボが飛び回っていた。水の中に

は、カメがいて時々私たちの方に寄ってきて顔をあげて見つめてくる。「あっ、鳥が潜っ

た！」子供が見つけた。カイツブリが魚を狙っている様子が驚きだったようだ。ドウダンツ

ツジの枝の間にクサグモを見つけた。近づくと素早く身を隠す様子に、子供たちは喜んでい

た。

歩きながら、クモがいた・実のなっている木や草があった・鳥がいたなどのビンゴ形式で

書き込むシートに、子どもたちは熱心にメモしている。また、黄色い花のカタバミや赤紫の

ユウゲショウなどの花を、こすりつけて栞づくりをしたら、女の子たちが特に熱心に楽しん

でいた。一方、数人の男の子たちは、虫を捕まえることに夢中になっていた。指導員として

は、栞づくりをしてほしいという願いがありながらも、虫に夢中になっている子に無理強い

をしなかった。終わった後の指導員の反省会で、子供の反応を見ながら臨機応変に当たるこ

とが大事と確認をした。

神崎川の川沿いを歩きながら、ヨシの葉を使ってヨ

シ舟を作った。苦労しながらもなんとか完成させ、水

に流した。緑色のヨシ舟が流れていく様子を見て、子

供も大人も大喜びだった。自分で作った舟が、勢いよ

く流れるさまは、感動なのだろう。

すぐ近くでウグイスがいい声で鳴いていて、頭の上

をツバメが矢のように飛んでいる。青空と白い雲、草

の匂いと水の入った田んぼを渡ってくる風が気持ちい

い。小室地区の豊かな自然が、参加者一同の心に残っ

たと思えた散策会だった。
ヨシ舟を作って流した


